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で
し
た
。
4
色
刷
っ
て
裏
返
し
て
、
ま
た

４
色
を
刷
る
の
は
非
効
率
的
で
す
し
、
片

面
を
刷
り
波
打
っ
た
紙
を
印
刷
す
る
の
は

難
し
い
。
く
わ
え
替
え
の
な
い
リ
ス
ロ
ン

G
X
4
0
R
P
な
ら
、
1
度
の
紙
積
み
で
、
ワ

ン
パ
ス
で
完
了
す
る
の
で
効
率
的
で
、
紙

の
く
せ
も
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

H-

U
V
の
速
乾
に
よ
っ
て
短
納
期
対
応
で
き

る
の
も
最
大
の
武
器
で
す
」

さ
ら
に
佐
々
木
常
務
は
、
リ
ス
ロ
ン

G
X
4
0
R
P
を 「
短
距
離
ラ
ン
ナ
ー
」 

に

例
え
る
。「
弊
社
の
印
刷
機
に
は
、
マ
ラ
ソ

ン
ラ
ン
ナ
ー
の
よ
う
な
持
久
力
は
い
り
ま
せ

ん
。
1
0
0
メ
ー
ト
ル
を
速
く
何
本
も
走
れ

る
こ
と
が
必
要
。
そ
れ
を
追
求
し
て
い
く
と
、

リ
ス
ロ
ン
G
X
4
0
R
P
に
た
ど
り
着
き
ま

す
」 

と
、
短
納
期
へ
の
高
い
対
応
力
を
評
価

す
る
。

イ
ン
キ
の 「
K
G-

9
1
1
」 

を
は
じ
め
と
し

た
K-

サ
プ
ラ
イ
に
つ
い
て
も 「
K
O
M
O
R
I

の
印
刷
機
に
合
わ
せ
て
開
発
さ
れ
た
も
の

な
の
で
、
当
た
り
前
と
言
え
ば
当
た
り
前
で

す
が
、
立
ち
上
が
り
が
早
か
っ
た
。Ｋ-

サ
プ

ラ
イ
は
全
て
使
っ
て
い
て
、
K
O
M
O
R
I

に
使
用
感
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
立
ち
上
げ
を
担
当
す
る
技
術
者
、

サ
ー
ビ
ス
マ
ン
の
お
か
げ
で
10
日
間
く
ら
い

で
完
了
し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
本
稼
働
で
き
ま

し
た
」

導
入
に
よ
っ
て
、
現
場
の
仕
事
の
流
れ

は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

佐
々
木
常
務
は
、
今
は
検
証
段
階
と
し
つ
つ

も
、「
こ
れ
ま
で
は
リ
ス
ロ
ン
G
4
0
P
で

多
く
の
仕
事
を
刷
っ
て
お
り
、
大
き
な
ロ
ス

が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
リ
ス
ロ
ン

G
X
4
0
R
P
が
入
っ
た
こ
と
で
、
仕
事
に

よ
る
反
転
機
と
の
使
い
分
け
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
効
率
が
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

リ
ス
ロ
ン
G
X
4
0
R
P
は
く
わ
え
替
え
が

な
い
の
で
、
四
六
半
裁
の
仕
事
で
も
、
片
面

刷
っ
た
後
に
ひ
っ
く
り
返
し
て
積
む
作
業
が

不
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
か
な
り

の
作
業
量
が
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
」 

と
、
効
率

化
へ
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、

コ
ス
ト
削
減
に
お
い
て
も 「
工
場
長
に
就
任

し
た
時
、
東
北
で
一
番
ケ
チ
な
工
場
長
に
な

ろ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
す
で
に
、
設
備
、

資
材
な
ど
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
や
り
尽
く

し
、
あ
と
は
紙
が
占
め
る
コ
ス
ト
の
割
合
を

軽
減
す
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
リ
ス
ロ
ン

G
X
4
0
R
P
は
く
わ
え
替
え
が
な
く
、
菊

全
の
仕
事
が
A
全
の
用
紙
で
刷
れ
て
、
四
六

半
裁
も
両
面
一
度
に
刷
れ
る
の
で
、
か
な
り

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
り
ま
す
」

同
社
は
現
在
、
中
期
3
カ
年
計
画
を
進
め

て
い
る
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は 「
挑
戦
す

る
D
N
A
」 

だ
。「
人
の
手
を
介
さ
ず
に
作
業

を
効
率
化
す
る
K
O
M
O
R
I
の 『
オ
ー
ト

パ
イ
ロ
ッ
ト
』 

に
は
最
初
は
否
定
的
で
し
た
。

し
か
し
今
は
、
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
よ
う

な
技
術
を
取
り
入
れ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、

若
い
人
に
伝
授
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
」 

と
佐
々
木
常
務
。

今
野
社
長
も 「
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
や

K-

サ
プ
ラ
イ
な
ど
は
、
K
O
M
O
R
I
が

総
力
を
挙
げ
た
集
大
成
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
効
率
化
に
よ
る
時
間
短
縮
を
一
人

一
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ
、
そ
し
て
挑
戦
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
技
術
を
磨
い
て
き
た

K
O
M
O
R
I
か
ら
の
イ
ン
キ
や
サ
プ
ラ
イ

の
提
案
は
、
参
考
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
期

待
し
て
い
ま
す
」 

と
、「
挑
戦
」 

を
強
く
意
識

す
る
。
新
工
場
の
設
立
、
印
刷
機
の
導
入
は
、

新
た
な
挑
戦
の
始
ま
り
な
の
だ
。

「
新
工
場
の
設
立
は
、
事
業
の
柱
と
し
て

印
刷
を
継
続
し
て
い
く
と
い
う
意
思
の
表
れ

で
す
」 

と
、
強
い
眼
差
し
を
向
け
る
㈱
ユ
ー

メ
デ
ィ
ア
の
今
野
社
長
。
同
社
は
、
社
名
を

今
野
平
版
印
刷
か
ら
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
変
え

た
1
9
9
2
年
ご
ろ
か
ら
、
印
刷
会
社
と
い

う
枠
組
み
を
超
え
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
支
援
す
る
会
社
へ
と
か
じ
を
取
っ
た
。

「
60
年
に
わ
た
っ
て
印
刷
の
受
託
製
造
を

事
業
の
柱
と
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
お

客
様
の
課
題
を
解
決
す
る
事
業
と
、
地
域
の

活
性
化
を
促
す
主
体
的
な
事
業
の
両
輪
を
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
回
し
て
力
強
く
進
ん
で
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
様
化
す
る
お
客
様

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ウ
ェ
ブ
や

イ
ベ
ン
ト
、
映
像
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
も
駆
使

し
つ
つ
、
核
と
な
る
印
刷
を
見
直
す
時
期
に

き
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
た
な
価
値
を

提
供
で
き
る
新
し
い
工
場
の
設
立
を
決
断
し

ま
し
た
」

今
回
そ
の
新
工
場
を
象
徴
す
る
も

の
と
し
て
、
H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン

G
X
4
0
R
P（
菊
全
判
両
面
8
色
オ
フ
セ
ッ

ト
枚
葉
印
刷
機
）を
導
入
し
た
。「
リ
ス
ロ
ン

G
X
4
0
R
P
は
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
加
え
、
両
輪
展
開
を
行
っ
て
い

く
た
め
の
投
資
と
考
え
て
い
ま
す
」

同
社
で
は
、
リ
ス
ロ
ン
G
4
0
P（
菊
全

8
色
反
転
機
）1
台
、
菊
全
2
色×

2
色
機

1
台
が
稼
働
し
て
い
る
が
、
生
産
現
場
を
指

揮
す
る
佐
々
木
常
務
は
、
新
た
に
リ
ス
ロ
ン

G
X
4
0
R
P
の
追
加
導
入
で
、
効
率
化
・
コ

ス
ト
削
減
を
期
待
し
て
い
る
。

「
反
転
機
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
く
わ
え

替
え
の
た
め
に
紙
尻
の
く
わ
え
代
が
課
題

株
式
会
社
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア

新
工
場
の
H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
X
4
0
R
P
と

K-
サ
プ
ラ
イ
が「
挑
戦
」の
原
動
力
に
な
る
。

　

お
客
様
と
地
域
住
民
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
事

業
と
、
地
域
の
元
気
の
源
と
な
る
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
を
企
画
・

運
営
す
る
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
す
る
株
式
会
社

ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
は
、
2
0
1
8
年
10
月
に
仙
台
印
刷
工
業
団
地
に
新

工
場
を
正
式
オ
ー
プ
ン
し
た
。
「
た
だ
の
移
設
で
は
な
く
、
新
た
な

生
産
拠
点
の
確
立
」
と
語
る
そ
の
真
意
と
と
も
に
、
H-

U
V
搭
載
リ

ス
ロ
ン
G
X
4
0
R
P（
菊
全
判
両
面
8
色
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷

機
）
を
増
設
し
た
背
景
と
効
果
、
さ
ら
に
K-

サ
プ
ラ
イ
製
品
の
活
用

の
利
点
に
つ
い
て
、
今
野
均
社
長
と
佐
々
木
弘
知
常
務
、
伊
藤
真
一
課

長
、
庄
司
陽
一
主
任
に
お
聞
き
し
た
。

代表取締役社長

今 野  均 氏

リ
ス
ロ
ン
G
X
4
0
R
P

導
入
に
よ
る
大
き
な
効
果

新
工
場
の
設
立
は

印
刷
へ
の
強
い
意
思
表
示

作
業
カ
ッ
ト
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

現
場
に
も
た
ら
し
た

効
率
化
で
削
減
し
た
時
間
を

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、挑
戦
へ
つ
な
げ
る
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生産本部印刷製造部
印刷チーム印刷1グループ主任
庄司 陽一 氏
「高精度なカメラで見当や品
質を管理できるため、効率
よく回せています」

常務取締役生産本部長
佐々木 弘知 氏
「KOMOR I機を選ぶ最大の
理由はアフターサービスの
充実です。KOMOR Iと共に
予防保全もしています」

生産本部印刷製造部
印刷チーム課長
伊藤 真一 氏
「両面機のリスロンGX40RP
はくわえ替えがなく、ストレ
スなく稼働できます」
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印刷センター

印刷の品質向上と作業効率化を実現するため、空調
から照明、床と壁の色にまでこだわった新工場。リス
ロンGX40RPもこだわりの一つ。
「K-サプライのインキ、エッチ液、ブランケットはと
ても使いやすい。特にインキは高濃度で発色がよく、
マイレージも伸びています」と伊藤課長。

「リスロンGX40RPは、多能工化に沿う機械。
 フル活用して、多くのことに挑戦していきます」




